
水素製造装置の心臓部となる「電解槽」は、当社の電解技術とフィル

タープレス技術を融合した開発に取組み、2018年に固体高分子型として

は、国内初となるMWに対応可能な大型電解槽を実現しました 。

さらに１MWの固体高分子形水素製造装置を40フィートコンテナに収納

したパッケージ製品の販売を開始しました。この製品は、1ユニットあ

たり最大200N㎥/hの水素製造能力を達成。再生可能エネルギーなど、

MW級の電力を水素へ変換し、貯蔵することが可能です。用途はグリー

ン水素製造、メタネーション研究、FCV、ZEB、発電所タービン冷却、

再エネ余剰電力の水素化、ガスタービン混焼など多岐にわたり、脱炭素

社会に貢献しています。

固体高分子型水電解スタックの量産工場を山梨県都留市に建設予定。

2025年設計開始、2026年着工、2028年度末完成を計画し、年産1GW

（約15万7000トン水素換算）の生産能力を目指します。本投資により、

当社の強みであるインテグラル型設計技術を活かし、コスト・供給力・

納期の競争力を強化します。

環境・エネルギー分野を軸に、プラントエンジニアリング、精密機械、発電設備など

幅広い事業を展開する総合メーカーです。

特に水素事業では、固体高分子型水素製造装置「HYDROSPRINGⓇ」を開発し、水電

解による高純度水素生成技術を確立。オンサイト型パッケージで小容量から大容量ま

で対応し、グリーン水素製造や再エネ余剰電力の有効活用など、脱炭素社会の実現に

貢献しています。持続可能な未来を創造するリーディングカンパニーとして、革新的

な技術で世界に新しい価値を届けます。

大型電解槽

水電解スタック量産工場の外観イメージ図
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カナデビアは、2024年10月1日、
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